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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

詩 に 出 会 っ て

　
五 月 の 雉

　 　 　

蔵 原 伸 二 朗

（ 略 ）  こ こ は し ず か な 山 の 斜 面 ／ 一 匹 の雌 き じ が

　
卵 を 抱 い て い る ／  （ 略 ）  谷 間

を 下 る

　
せ せ ら ぎ の 音 ／ ふ き や も ぐ さ

の 匂 い が ／ 天 に 匂 う ／ （ ど こ か ら も 鉄砲 の 音 な ど き こ え は し な い ） ／ ／（ 略 ）  や が て 、 う す 化 粧 し た 娘 の よ う な新 月 が ／ も や の 中 か ら ゆ っ く り と 顔 を出 す ／ ― 今 晩 は 、 き じ の お ば さ ん ― ／平 和 な 時 間 が す ぎ て ゆ く ／ き じ の 腹 の下 で 最 初 の 卵 が か え る ／  （ 略 ）  （ ど こ から も 鉄 砲 の 音 な ど き こ え は し な い ）

　

　
父 は 、 狩 猟 解 禁 に な る と 山 に 雉 撃 ち

　
小 寒 な の に と て も 暖 か い

午 後 、 縁 側 に 座 っ て 本 を 開き ま し た 。

に 行 き ま し た 。 銃 を 肩 に 父 、 速 足 で行 く 猟 犬 エ ル 。 え っ ち ら お っ ち ら 十歳 の 私 。 ス ス キ や 紅 葉 の 中 を 行 く 。　
山 の 斜 面 の 藪 の 前 、 ぴ た り と エ ル

が 止 ま る 。 尻 尾 は 直 角 。 静 か に 。 息を つ め る 私 。 父 が 片 膝 立 て て 銃 を 構え 叫 ぶ 。 行 け ！

　
エ ル が 藪 に 突 っ 込

む 。 四 十 五 度 の 角 度 で 飛 び 立 つ 雉 。撃 つ 。 ど っ と 落 ち る 雉 。 雉 を 下 げ て藪 か ら 父 が 出 て 来 る 。 私 は ま だ 温 かい 雉 を 抱 く 。 柔 ら か く 閉 じ ら れ た瞼 。 す べ す べ し た 羽 。 吠 え る エ ル 。雉 が 捕 れ て 良 か っ た ね 。 裏 の 元 伍 長片 足 の な い タ ネ さ ん に 持 っ て い こ うね 。　
八 十 歳 の 私 は ふ っ と 見 つ け た 詩

「 五 月 の 雉 」 の 中 に 父 と エ ル と あ の日 の 雉 を 見 る 。

毎 年 ９ 月 に は 稲 刈 り 体 験 も
メ ・ 野 菜 作 り な ど 農 耕 文化 体 験 、 日 本 料 理 教 室 、地 域 ・ 伝 統 行 事 へ の 参 加支 援 、 ア パ ー ト 紹 介 や 医療 通 訳 等 の 生 活 支 援 な どに 取 り 組 み 。 昨 年

1 1月 に

は 、 社 会 教 育 功 労 団 体 とし て 県 選 奨 を 受 け た 。　
今 回 の フ ォ ー ラ ム は 、

県 選 奨 の 受 賞 と 創 立

2 1周

年 を 記 念 し て 、 未 来 に 向け た 多 文 化 共 生 ・ 国 際 交流 活 動 の 在 り 方 を 考 え よう と 開 か れ る 。 ま ず 、

2 1

年 間 の 記 録 を 映 像 で 振 り返 る 。 続 い て 、 平 川 小 にお け る 国 際 教 室 の 実 践 報告 と 「 留 学 生 と 地 域 が これ か ら も 繋 が り 続 け る ため に 」 を テ ー マ に し た シン ポ ジ ウ ム 。 さ ら に 「 世界 を 旅 す る 音 楽 会 」 と して 、  「 世 界 の 楽 器 巡 り 」と 「 二 胡 ＆ ギ タ ー に よ るラ イ ブ 」  。 最 後 は 、 留 学生 ら に よ る 合 唱 「 ふ る さ

　
「 物 価

高 で も 、止 め ら れな い 支 援が あ る ―フ ー ド バン ク 山 口の 今 」 をテ ー マに 、 Ｎ ＰＯ 法 人 フー ド バ ンク 山 口 の理 事 長 や温 暖 化 と

　
地 域 と 留 学 生 の 交 流 を

促 進 し 、 多 文 化 共 生 を 目指 す 活 動 を 行 っ て い る「 国 際 交 流 ひ ら か わ の 風の 会 」  （ 岡 孝 則 会 長 ）が 、

2 1日  （ 土 ）  に フ ォ ー ラ

ム 「 平 川 か ら 世 界 へ

　
世

界 か ら 地 域 へ 」 を 開 催 する 。 時 間 は 午 後 １ 時 か ら４ 時 ま で で 、 会 場 は 県 政資 料 館  （ 山 口 市 滝 町 １ ）  。　
同 会 は 、  （ 山 口 市 平 川

地 区 に あ る ） 山 口 大 の 留学 生 や 市 内 在 住 外 国 人 の増 加 を 受 け て 、 地 域 と 彼ら と の 「 パ イ プ 役 」 に なろ う と 、 ２ ０ ０ ４ 年 ４ 月に 活 動 を 開 始 し た 。 コ

と 」 で 締 め く く る 。　
事 前 の 参 加 申 し 込 み

は 、 専 用 フ ォ ー ム （ 二 次元 コ ー ド か ら ） で 。 問 い合 わ せ は 、 岡 会 長 （

０

９ ０

－

４ ８ ０ ２

－

１ ９ ３

め る っ ち ゃ ネ ッ ト ワ ー クや ま ぐ ち の 代 表 を 務 め る今 村 主 税 県 立 大 国 際 文 化学 部 准 教 授 が 講 演 す る 。日 時 は

2 0日  （ 金 ）  午 後 ６ 時

か ら で 、 会 場 は 県 労 働 者福 祉 文 化 中 央 会 館 （ 山 口市 緑 町 ３ ）  。 聴 講 は 無 料で 、 事 前 申 し 込 み も 不 要だ 。　
近 年 の 物 価 高 騰 に よ っ

て 生 活 に 不 安 を 抱 え る 人が 増 え る 一 方 、 そ ん な 人た ち の 「 食 」 を 支 え る
「 フ ー ド バ ン ク 」 の 活 動

も ま た 、 厳 し い 状 況 に 置か れ て い る 。 本 セ ミ ナ ーで は 、 ボ ラ ン テ ィ ア を 中心 に 活 動 す る フ ー ド バ ンク の 現 状 を 知 り 、  「 支 援を 受 け る 側 」 だ け で な く
「 支 え る 側 」 が 直 面 し て

い る 課 題 を 共 有 し 、 地 域に お け る 支 え 合 い の あ り方 や 、 労 働 福 祉 の 視 点 から で き る こ と を 考 え る 。　
主 催 は 、 山 口 地 区 労 働

者 福 祉 協 議 会 （

０ ９ ０

－

５ ７ ０ ２

－

９ ９ ６

０ ）  。 毎 年 １ 回 さ ま ざ まな テ ー マ で 「 山 口 市 民 労働 福 祉 セ ミ ナ ー 」 と 題 した セ ミ ナ ー ・ 講 演 会 を 開い て い る 。

未 来 に 向 け た 多 文 化 共 生 を 考 え る
フ  ォ ー ラ ム

「 平 川 か ら 世 界 へ

　
世 界 か ら 地 域 へ 」

２ １ 日

専  用  フ ォ ー  ム

６ ） へ 。

「 フ ー ド バ ン ク 山 口 の 今 」 を 知 る
山 口 地 区 労 福 協 が 無 料 セ ミ ナ ー

2 0日



2 0 2 6 年 （ 令 和 ８ 年 ） ２ 月 １ ４ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


